
〈
引
町
名
を
加
能
惜
時
三
州
地
理
志
稿
に
改
め
た
が
、
内

務
は
依
然
日
以
州
柄
制
緩
常
時
の
姿
が
伐
っ
て
加
越
能
の

附
序
に
な
っ
て
陪
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
勿
論
か

の
上
波
文
は
抽
出
御
せ
ら
れ
て
日
た
が
、
も
は
や
今
公

が
今
公
で
な
く
な
っ
た
か
ら
添
へ
な
い
で
促
出
し
た

も
の
で
あ
ら
う
。
(
今
の
石
川
照
刷
古
館
協
合
刊
行
本

で
は
、
附
序
を
外
川
副
の
如
く
改
め
て
日
る
。
〉

サ
ン
ジ
ユ
ウ
ニ
ン
グ
ミ
三
十
人
組

前
出
綱
紀

の
制
定
し
た
も
の
で
、
務
中
心
の
御
手
廻
り
と
桝
し
、

鈴
符
・草
凶
取
・挟
箱
持
な
ど
を
峨
と
し
た
。
延
資
五

有一
地
組
を
む
き
、

一
利
三
イ
人
、
そ
の
中
五
人
は
小

mに
捕
し
、
侮
組
問
一
人
を
添
へ
た
。
三
十
人
組
の

身
分
は
小
明
白
で
あ
る
が
、
小
聞
は
円
止
附
円
で
あ
っ
た
。

サ
ン
ジ
ユ
ウ
ニ
ン
9
ξ
ガ
シ
ラ
三
十
人
組
頭

延出品
五
年
三
月
十
五
日

新
た
に
比
良
左
内
・水
越
熊

之
助
・稲
川
政
右
衛
門
三
人
に
命
ぜ
ら
れ
、
役
料
知

一出品
1.h
を
協
は
り
、
各
御
伐
泌
を
典
へ
ら
れ
て
、
列

を
御
剛
山
小
聞
の
上
と
定
め
ら
れ
た
。
組
は
五
回
相
の
定

で
あ
る
か
ら
、
聞
の
定
日
日
五
人
で
あ
り
.
以
後
辿
的
制

滞
米
に
主
っ
た
。
=
一
十
人
組
問
は
苧
士
の
取
で
、
後

川
は
附
し
て
三
十
人
聞
と
い
は
れ
た。

サ
ン
ジ
ユ
ウ
ニ
ン
テ
ミ
チ
三
十
人
組
地

金
抑

郊
外
上
笠
弊
に
在
っ
た
非
人
小
屋
内
附
一
丸
で
、
笛出
山

中
は
三
十
人
組
と
僻
す
る
小
説
の
組
地
で
あ
っ
た
。

初
め
後
の
手
木
町
附
近
に
厨
た
が
、
そ
の
地
主
寸
木
定

的
刊
の
組
地
と
な
る
に
及
ん
で
制
じ
た
の
で
あ
る
。

ザ
ン
シ
斗
ウ
ハ
ヲ
リ
ュ
ウ
三
洲
白
館

石
川
端

田
川
川
宗
大
衆
寺
三
十
五
代
の
佐
待
。
武
阪
の
人
、
村

山
氏
。
矧
前
寺
に
出
家
し
、
日
山
に
撚
を
栄
け
て
嗣

法
し
た
。
笛
て
大
采
寺
に
滋
衆
と
な
り
、
次
い
で
永

平
寺
に
移
。
、
川λ
田
山
に
侍
し
て
似
光
院
中
山と
な
っ

た
。
芋
保
十
五
年
九
用
大
来
寺
に
人
っ

て
削
堂
L
、

一
位
八
年
、
制
材陣
か
ら
大
阪
総
を
尖
け
て
経
躍
を
鐙

サ

-'" 

ー
し
た
。
元
文
二
年
返
さ
、
格
阪
の
大
山
に
人
り
、

貸出
m
Jl
年
四
月
入
日
九
十
三
段
を
以
て
寂
し
た
。

ザ
ン
シ
ユ
ウ
ホ
ウ
カ
ロ
9
三
州
喪
貨
鋒

J
カ

ハ

y
カ
ヘ
イ
ロ
タ
加
滞
貨
幣
録
。

ザ
ン
シ
ユ
ウ
ム
ラ
ヅ
ケ
チ
ョ
ウ
三
州
村
附
帳

一
加
。
加
越
能
三
州
村
附
般
と
も
い
ふ
。
務
内
各
榔

の
村
名
の
上
に
、
そ
の
村
の
草
市

・
目
出
合
を
都
い
て

あ
る
。
父
位
長
た
る
十
村
役
の
組
分
に
し
て
、
将
利

の
戸
数
を
符
い
た
本
も
あ
る
。

ザ
ン
シ
ユ
ウ
メ
イ
セ
キ
シ
三
州
名
跡
志

三
加
。

安
政
一
一
年
務
の
老
陸
利
引
氏
の
家
士
村
上
生
服
の

話。

加
能
越
の
紳
枇

・
仰
閥

・
市
跡
等
を
促
し
て
あ

る
。
白
永
誌
及
び
能
官
名
跡
芯
か
ら
山田
諒
し
て
、
明

日加を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
メ
イ
ブ
ツ
オ
ウ
ヲ
イ
三
州
名
物
径

宋

編
者
不
討
。
滞
政
中
M
M
訟
の
討
字
手
本
と
し
て

使
用
し
た
も
の
。
=
一
州
の
名
産
を
列
ね
て
あ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
モ
ン
ド
ウ
シ
ユ
ウ
三
州
問
答
集

加
引
の
入
伴
般
成
の
編
帆
し
た
利
釘
部
。
宮
邦
待
相
執

門
人
等
白
川
杏
を
紛
め
た
も
の
で
、
斜
計
三
J
1
三
件

か
ら
成
る
。

ザ
ン
シ
ユ
ウ
ヨ
チ
ズ
三
州
奥
地
圏

第
一

に
正

保
四
年
以
旅
円相
府
に
出
淫
し
た
倒
的
の
地
闘
は
、
三

州
入
枚
闘
と
都
し
、
出
山

・
大
明
智
滞
債
を
除
き
、

郡
郷
庄
村
山
計
を
分
か
ち
、
古
跡
を
少
し
〈
註
し
て
あ

る
が
、

η測
し
た
も
の
で
な
い
。
第
二
に
、
出
即
日以

胤
討
の
三
州
拠
地
凶
三
副
酬
は
古
跡

・
古
枇
等
の
註
記

が
断
る
的
制
縦
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
日
測
M
酬
で
な
い
。

第
三
に
、
石
銭
信
附
の
三
州
分
間
附
及
び
三
州
緩
鋭

略
附
は
、
天
保
年
制
滞
命
に
よ
り
、
初
め
て
測
紙
製

闘
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
大
小
数
日
間
あ
る
が
皆
同
一

の
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
リ
ヤ
h
y
キ

州
路
記

加
。
加

越
能
三
州
を
制
別
と
し
、
副
社
・仰
附
・
城
跡
・
古
M
組

問
寸
を
略
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
リ
ヨ
ウ
ミ
ン
ゲ
ン
コ
ウ
ロ
9
=
一
州

夏
民
言
行
銭

二
加
。

河
合
良
沼
若
。
領
内
学
貞
の

人
物
の
行
欽
を
泌
文
に
て
記
す
る
。
平
和
壬
成
河
合

文
部
の
序
文
が
あ
る
。

サ
ン
ジ
ユ
ツ
三
術

劇
術
・鎗
術
・居
合
の
三
術

中』
い
ふ。

サ
ン
ジ
ヨ
ウ
ケ
オ
ウ
フ
ヲ
ノ
キ
三
候
家
往
復
之

記

一
加
。
前
回
綱
紀
が
貸
永
元
年
三
保
問
家
に
体

来
す
る
古
書
古
記
録
を
借
覧
し
た
時
の
往
復
の
引
四
郎

等
で
あ
る
。

サ
ン
ジ
ヨ
ウ
ニ
シ
ゾ
ウ
シ
ヨ
サ
イ
コ
ウ
シ
マ
ツ
キ

三
傑
西
軍
剛容
再
興
始
末
記

前
凶
綱
紀
が
元
職
十
部

年
か
ら
苧
保
五
年
に
主
る
聞
に
、
闘
替
の

m-に
閲
し

て
三
侠
商
家
と
往
復
し
た
文
書
の
蒐
集
で
、
同
家
磁

哉
の
保
与
を
訟
り
、
そ
の
文
障
を
修
築
し
た
次
第
を

明
ら
か
に
し
得
る
も
の
。
加
数
回
程
。
侯
間
前
回
家

に
脱
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

サ
ン
セ
イ

参
政

↓
Y

ツ
セ
イ
執
政
。

サ
ン
ゼ
ン
ジ
三
菩
寺

鹿
島
郡
土
川
に
在
っ
て
、

探
宗
東
一
献
に
邸
す
る
。

ザ
ン
ソ
ウ
ジ
三
草
紙

三
加
。
金
糊
援
の
例
入

例
史
編
。
平
和
元
年
京一
術
屋
太
兵
衛
絞
。
伊
賀
の
土

一方
の
芭
蕉
陥
聞
記
を
、
自
赤
県
の
三
加
に
分
か
ち
て

刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

ザ
ン
ダ
イ
サ
ン
ジ
ユ
ウ
コ
ウ
サ
イ
カ
イ

算
題
三

十
好

再

解

近
際
信
行
の
話
し
た
鍔
密
で
あ
る
。
好

と
は
問
題
の
こ
と
で
、
或
人
の
誌
に
係
る
三
十
組
の

鍔
法
を
再
吟
味
し
た
も
の。

サ
ン
ダ
-
一
三
谷

能
美
郡
梨
津
郷
に
関
す
る
押
印

古
川
。サ
ン
ダ
Z

イ
シ

谷
石

能
美
郡
三
谷
に
産
す

る
石
材
。
石
英
組
問
岩
釘
の
鋭
合
物
で
、
淡
訳
白
色

を
呈
L
、
多
磁
の
石
英
及
び
長
石
の
砂
を
混
じ
て
、

組
粒
献
を
成
し
て
ゐ
る
。

サ
ン
ダ
エ
ケ
ン
カ
三
谷
庖
嘩

J
ク
ロ
ダ
タ
ノ

モ

黒

附
制
昨
。

ザ
ン
ダ
ン
ザ
キ
マ
ゴ
イ
チ
三
段
略
孫
市

浪
見

披
問
に
、
浪
人
構
際
問
山
腕
が
三
反
附
孫
市
の
草
山
間
取

三
田
棋
を
桜
み
、
毛
利
庄
兵
衛
に
男
色
の
手
紙
を
将
せ

た
談
が
紋
ぜ
ら
れ
て
尉
り
、
路
市
は
金
神
田
町
に

ω

し
た
が
、
そ
の
子
の
時
に
断
絶
し
た
と
あ
る
。
冗
政

十
九
年
の
小
松
侍
帳
に
三
百
石
三
段
崎
町
同
市
と
記
す

る
も
の
是
で
あ
ら
う
。

サ
ン
ダ
ン
ダ
三
友
田

け
ン
グ
巳
能
楽
山
山
上
郷

に
開
園
す
る
郎
獄
。
郷
村
名
義
抄
に
、
こ
の
村
は
昔
岩

内
新
村
・火
部
一
新
村
・三
日
新
村
が
一
所
に
な
っ
て
、

三
反
問
と
割
制
す
る
に
主
っ
た
も
の
で
あ
る
と
あ
る
。

サ
ン
ダ
ン
ダ
キ
三
段

滞

石

川
抑
制
谷
釦
の
石

切
谷
の
M
W
に
あ
る
視
。
こ
の
間
山
に
て
雨
乞
を
な
す
に

必
ず
験
が
あ
る
と
言
は
れ
た
。

サ
ン
デ
ン

散
田

沼
町
川

ω加引い胤
内
山H
以
伎
に

印
刷
す
る
部
W

問
。
こ
の
村
に
古
抽
出
が
あ
る
。
そ
の
附
近

は
今
拓
か
れ
て
桑
川
と
な
り
、
日
土
も
討
し
〈
削
ら

れ
て
ゐ
る
が
、
佐
時
は
閥
的
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
石

櫛
は
腿
波
訓
せ
ら
れ
て
、
今
は
Z
U

酎
聞
を
凶
上
に
持
ち

出
し
て
あ
る
。
寂
石
の
組
合
は
せ
式
の
も
の
で
あ
る

が
、
全
慨
が
家
刑
制
で
鹿
削
慨
は
四
註
で
あ

o、
榔
と
直

角
に
材
料
の
飛
散
を
防
ぐ
錦
の
千
木
さ
へ
総
誼
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
組
合
は
せ
た
石
の
一
部
は
紛
失
し
て
ゐ

る
が
、加
到
・能
町
(
切
で
は
石
似
の
保
存
せ
ら
れ
た
も
の

が
極
め
て
少
い
か
ら
、
徳
一思
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
デ
ン
三
国

関
主
制
山
山
郷
に
臨
す
る
部

孫。

明
治
中
に
ヤ
甲
山
中
り
、
山
口

木
住
・
諮
問
今
谷
内
と

合
併
し
て
山
田
と
改
稿
し
た
。

圃圃

三
五
三


